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7月26日　日橋川川の祭典(イカダ下り大会)

8月19日　ひまわり(三ノ倉高原)
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7月26日　日橋川川の祭典(花火大会)

8月2日　福島県消防協会喜多方支部消防操法大会

8月15日　蔵のまち喜多方夏まつり(太鼓台競演)

喜
多
方

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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※
９
月
１３
日（
日
）は
午
前
８
時

３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分
ま
で

本
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー（
ホ
ー
ル

棟
１
階
）に
て
受
け
付
け
を
行

い
ま
す
。

●
郵
便
に
よ
る
受
付
申
請

　

受
付
会
場
ま
で
足
を
運
べ
な

い
方
な
ど
の
場
合
、
申
請
書
に

押
印
し
、
前
に
記
載
の
必
要
書

類
の
写
し
を
同
封
し
て
、
郵
送

で
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

１１
月
４
日
の
消
印
ま
で
有
効
で

す
。

●
給
付
金
に
関
す
る
振
り
込
め

詐
欺
や
個
人
情
報
の
詐
取
に
ご

注
意
く
だ
さ
い

　

銀
行
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
し
た
り
、

給
付
金
の
手
数
料
や
振
り
込
み

を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
職
員

な
ど
を
か
た
っ
た
電
話
が
か
か

っ
て
き
た
り
、
郵
便
が
届
い
た

り
し
た
ら
、
迷
わ
ず
最
寄
り
の

警
察
署
ま
た
臨
時
福
祉
給
付
金

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
 

　

 

喜
多
方
市
臨
時
福
祉
給

付
金
事
務
局

☎（
２４
）５
２
９
５
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

【
商
品
券
の
引
換
販
売
】

　

ハ
ガ
キ
で
の
７
月
申
込
受
付

分
に
つ
い
て
は
、
９
月
６
日
か

ら
引
換
販
売
を
開
始
し
ま
す
。

●
特
設
会
場
で
の
引
換

問

申

 　

給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
る

可
能
性
の
あ
る
方
へ
郵
便
で
通

知
し
て
い
ま
す
。

　

支
給
対
象
者
全
員
の
押
印
と

全
員
分
の
確
認
書
類（
運
転
免

許
証
、
健
康
保
険
証
、
国
民
年

金
手
帳
、
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
）が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
申
請
者
の
振
込
先
の

預
金
通
帳
も
必
要
で
す（
昨
年

度
と
同
じ
口
座
の
場
合
は
不

要
）。
な
お
、
来
庁
さ
れ
る
方

の
本
人
確
認
を
し
ま
す
の
で
、

運
転
免
許
証
な
ど
忘
れ
ず
に
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限

　

１１
月
４
日（
水
）ま
で（
受
け

付
け
は
、
土
日
祝
日
を
除
く
）

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

プ
レ
ミ
ア
ム
付
・
き
た
か
た

喜
楽
里
商
品
券
の
販
売

　情報ステーション
は市民の皆さんの生
活に直結するいろい
ろな制度や催しなど
を紹介するコーナー
です。
　情報の詳細につい
ては、問へ連絡して
ください。

市民課と税務課の
証明業務を、午後7
時まで延長してい
ます。
※税務諸証明は本
庁のみで対応。
◆月曜日（塩川総合
　支所）
◆火曜日（本庁、高
　郷総合支所）
◆水曜日（熱塩加納
　総合支所）
◆木曜日（山都総合
　支所）
◆金曜日（本庁）

情報
ステーション

問

補
助
・
支
援

今月の納期

25日 国民健康保険税
 普通徴収(3期)

25日 介護保険料
 普通徴収(3期)

30日 後期高齢者医療保険料
 普通徴収(2期)

９
月
６
日（
日
）午
前
９
時
～
午

後
４
時

①
本
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー（
ホ
ー

ル
棟
１
階
）

②
塩
川
物
産
館
「
川
番
所
」

③
き
た
か
た
商
工
会（
熱
塩
加

納
・
山
都
・
高
郷
の
各
地
区
セ

ン
タ
ー
）

●
販
売
窓
口
で
の
引
換

９
月
７
日（
月
）～
３０
日（
水
） 

午

前
９
時
～
午
後
５
時

①
会
津
喜
多
方
商
工
会
議
所

②
き
た
か
た
商
工
会（
塩
川
・

熱
塩
加
納
・
山
都
・
高
郷
の
各

地
区
セ
ン
タ
ー
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

●
購
入
引
き
換
え
に
あ
た
っ
て

・
必
ず
引
換
券
を
持
参
く
だ
さ

い（
引
換
券
を
持
参
い
た
だ
け
れ

ば
代
理
の
方
で
も
構
い
ま
せ
ん
）。

・
購
入
引
換
は
現
金
の
み
の
取

扱
い
と
な
り
ま
す
。（
カ
ー
ド

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）
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情 報 ステーション

　

事
前
申
し

込
み
を
さ
れ

た
方
へ
の
優

先
引
換
販
売

終
了
後
、
二

次
販
売
を
行

い
ま
す
。

●
二
次
販
売
期
間

　

１０
月
１
日（
木
）か
ら
販
売
、

売
り
切
れ
次
第
終
了

●
販
売
窓
口

①
会
津
喜
多
方
商
工
会
議
所

②
き
た
か
た
商
工
会（
塩
川
・

熱
塩
加
納
・
山
都
・
高
郷
の
各

地
区
セ
ン
タ
ー
）

●
販
売
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
除
く

●
販
売
方
法

販
売
窓
口
に
お
け
る
直
接
販
売

と
し
、
一
人
あ
た
り
の
購
入
数

の
上
限
１０
セ
ッ
ト

※
事
前
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方

も
さ
ら
に
購
入
で
き
ま
す
。

※
取
扱
店
や
販
売
方
法
な
ど
の

詳
細
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
、
広
報
き
た
か
た
「
お
知

ら
せ
版
」
９
月
号
と
共
に
配
付

し
ま
す
。

　

 

　

 

商
工
課 

商
工
業
・
創
業

支
援
室

☎（
２４
）５
２
４
７

問

申

土地・建物の調査測量
会社・法人の登記

農地法３条・５条の許可申請

　

今
年
は
講
習
会
に
「
太
極

拳
」、「
カ
ン
フ
ー
」
の
他
に
「
養

生
功
」
を
加
え
ま
し
た
。
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

９
月
２６
日（
土
）午
前

９
時
３０
分
～
午
後
５
時

●
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ

●
第
１
部

・
介
護
予
防
の
た
め
の
太
極
拳

ゆ
っ
た
り
体
操
講
習
会

・
太
極
拳
講
習
会（
養
生
功
、
太

極
拳
、
カ
ン
フ
ー
体
操
）

●
第
２
部

・
太
極
拳
集
団
演
武
交
流
会（
チ

ー
ム
演
武
、
模
範
演
武
、
喜
多

方
の
郷
土
芸
能
）

●
物
産
展
同
時
開
催

 

　太
極
拳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
事
務
局（
高
齢
福

祉
課 

介
護
保
険
・
予
防
室
内
）

☎（
２４
）５
２
４
２

●
日
時　

１０
月
１７
日（
土
）、
１８

日（
日
）両
日
と
も
２
部
制

①
午
前
１１
時
～
午
後
１
時

申

第
12
回

太
極
拳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
12
回 

会
津
た
か
さ
と

雷
神
新
そ
ば
ま
つ
り

イ
ベ
ン
ト

た
か
さ
と

棚
田
ウ
ォ
ー
ク
秋

②
午
後
４
時
～
６
時

●
場
所　

そ
で
や
ま
夢
交
流
館

（
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
高
郷
と
な

り
）

●
内
容　

そ
ば
食
べ
放
題
、
一

品
料
理（
天
ぷ
ら
、
こ
づ
ゆ
、

み
そ
お
で
ん
、
飲
み
物
、
シ
ャ

ー
ベ
ッ
ト
、
お
新
香
）※
温
泉

入
場
券
付
き
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
お
楽
し
み
抽
選
会
あ
り

●
参
加
費　

大
人（
中
学
生
以

上
）３
５
０
０
円
、
小
人（
小
学

生
）２
５
０
０
円

●
募
集
人
員　

両
日
各
部
１
０

０
人（
事
前
予
約
制
）

●
申
し
込
み
方
法

９
月
１２
日（
土
）か
ら
受
付
を
開

始
し
ま
す
。
電
話
で
仮
予
約
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

 

　

 

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
高
郷

☎
０
２
４
１（

４４
）２
８
８
８

　

黄
金
色
に
染
ま
っ
た
棚
田
、

遠
く
に
見
え
る
磐
梯
山
を
立
岩

山
か
ら
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
日
時　

９
月
２６
日（
土
）午
前

９
時
３０
分　

集
合

●
集
合
場
所　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン

ド
高
郷

●
定
員　

５０
人（
先
着
順
）

問

申

●
参
加
費　

８
０
０
円（
温
泉

入
浴
券
付
き
）

●
内
容　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
高

郷
～
立
岩
山
頂
上（
折
返
し
地

点
）※
往
復
約
５
㌔
㍍
の
コ
ー

ス
　

ゴ
ー
ル
後
、
お
楽
し
み
抽
選

会
、
高
郷
ホ
ル
モ
ン
焼
き
な
ど

の
振
る
舞
い
あ
り
。

●
申
し
込
み
方
法　

郵
便
は
が

き
に
次
の
必
要
事
項
を
明
記
し

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
名
前
②
性
別
③
年
齢
④
住
所

⑤
電
話
番
号

●
申
込
先　

〒
９
６
９

－

４
３

０
３ 

喜
多
方
市
高
郷
町
揚
津
字

袖
山
甲
３
０
５
４

－

９　

ふ
れ

あ
い
ラ
ン
ド
高
郷　

棚
田
ウ
ォ

ー
ク
係

　
 

　
 

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
高
郷

☎
０
２
４
１（

４４
）２
８
８
８

問

申
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● 英会話　● リトミック　● 食　育　● 運　動

時○
場
所
…
上
三
宮
町
三
島
神
社

境
内

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

　

  

上
三
宮
公
民
館

☎（
２２
）０
９
１
２

　

直
木
賞
作
家
中
村
彰
彦
氏
を

迎
え
て
の
講
演
、
越
後
と
会
津

の
代
表
者
二
人
に
よ
る
歴
史
研

究
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

１０
月
１８
日（
日
）午
後

１
時
～
４
時
３０
分

●
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ
大
ホ

ー
ル

●
内
容　

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ　

下
柴
獅
子

団（
喜
多
方
市
）に
よ
る
「
下
柴

の
彼
岸
獅
子
」
演
舞

○
講
演　
「
保
科
正
之
か
ら
新

撰
組
ま
で
」（
講
師　

中
村
彰

彦
氏
）

○
研
究
発
表

①
「
日
本
最
後
の
武
士　

山
本

帯
刀
」（
講
師　

深
滝
純
一
氏
）

②
「
会
津
地
方
の
民
家
と
越
後

大
工
の
活
躍
」（
講
師　

小
澤

弘
道
氏
）

●
定
員　

９
０
０
人（
先
着
順
）

問

申

●
日
時　

１１
月
１
日（
日
）午
前

８
時
受
付
開
始
・
午
前
９
時
１５

分　

ス
タ
ー
ト

●
集
合
場
所　

旧
雷
神
山
ス
キ

ー
場
駐
車
場

●
参
加
費　

大
人
６
０
０
円
、

小
人（
中
学
生
・
小
学
生
）３
０

０
円

※
参
加
記
念
ピ
ン
バ
ッ
ジ
進
呈

●
コ
ー
ス
・
定
員（
先
着
順
）

①
１５
㌔
㍍
・
１０
人

②
１０
㌔
㍍
・
９０
人

③
５
㌔
㍍
・
１
０
０
人

　

ゴ
ー
ル
後
、
お
楽
し
み
抽
選

会
、
と
ん
汁
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。

た
か
さ
と
町
文
化
祭
の
模
擬
店

（
そ
ば
な
ど
）、
野
菜
販
売
な
ど

あ
り
。

●
申
し
込
み
方
法　

必
要
事
項

（
①
名
前
②
性
別
③
年
齢
④
住

所
⑤
電
話
番
号
⑥
参
加
コ
ー

ス
）
を
明
記
の
う
え
、
郵
便

（
〒
９
６
９

－
４
３
１
１（
住
所

記
載
不
要
） 

喜
多
方
市
高
郷
総

合
支
所
産
業
課
内　

た
か
さ
と

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
事
務

局
）Ｅ
メ
ー
ル t_syoukou@

cit

イ
ベ
ン
ト

第
29
回
越
後
と
会
津
を

語
る
会
喜
多
方
大
会

第
７
回
福
島
漢
字
探
検
隊

漢
字
あ
そ
び
大
会
イ
ン
喜
多
方

た
か
さ
と

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

y.kitakata.fukushim
a.jp

、
Ｆ

Ａ
Ｘ 

０
２
４
１（

４４
）２
３
６
９

　

 

　

 

高
郷
総
合
支
所 

産
業
課

☎
０
２
４
１（

４４
）２
１
１
４

●
日
時　

９
月
９
日（
水
） 

《
第
１
部
》

『
会
津
ま
ほ
ろ
ば
街
道
め
ぐ
り
』

○
時
間
…
午
後
１
時
～
５
時

○
定
員
…
先
着
２５
人

○
集
合
場
所
…
上
三
宮
遊
樹
館

（
午
後
０
時
４５
分
集
合
）

○
見
学
地
…
勝
常
寺
～
金
川
寺

～
竹
屋
観
音
寺

○
案
内
…
志
村
和
子
氏（
会
津

ま
ほ
ろ
ば
里
人
の
会
会
長
）

《
第
２
部
》

『
三
島
神
社
太
々
神
楽
鑑
賞
』

○
時
間
…
午
後
７
時
３０
分
～
９

問

申

●
申
し
込
み
方
法　

宮
脇
書
店

喜
多
方
店
に
お
い
て
、
前
売
り

整
理
券（
１
０
０
０
円
）を
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。
売
り
切
れ

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

 

第
２９
回
越
後
と
会
津
を
語

る
会
喜
多
方
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局（
お
も
は
ん
社
内
）

☎（
２２
）２
８
２
８

　

漢
字
カ
ル
タ
や
漢
字
カ
ー
ド

な
ど
を
使
っ
て
漢
字
を
楽
し
く

学
ぶ
「
福
島
漢
字
探
検
隊
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

喜
多
方
市
の
漢
字
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
演
会

も
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
親
子
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

９
月
１９
日（
土
）正
午

～
５
時
、

９
月
２０
日（
日
）午
前
１０
時
～
午

後
４
時

●
場
所　

喜
多
方
蔵
の
里
、
押

切
川
公
園
体
育
館

●
参
加
料　

無
料（
事
前
申
し

込
み
不
要
で
す
。
当
日
会
場
に

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
）

　

 

学
校
法
人
立
命
館 

社
会
連

携
部 
社
会
連
携
課

☎
０
７
５（
８
１
３
）８
２
０
９

問問

生
涯
学
習
特
別
推
進
事
業

会
津
ま
ほ
ろ
ば
街
道
め
ぐ
り
と

三
島
神
社
太
々
神
楽
の
鑑
賞
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●
参
加
対
象　

１８
歳
以
上
３５
歳

ま
で
の
市
内
在
住
の
方
、
市
内

に
通
勤
さ
れ
て
い
る
方
。

●
定
員　

１０
人

●
申
し
込
み
方
法　

９
月
２
日

（
水
）よ
り
募
集
を
開
始
し
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

 

　

  

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎（
２２
）１
４
０
３

　

喜
多
方
市
美
術
館
の
実
技
教

室
「
風
景
を
描
く
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。
あ
な
た
も
身
近
な

風
景
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

９
月
１３
日（
日
） 

、
１９

日（
土
）、
２０
日（
日
）

問

申

　

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時　

９
月
１５
日（
火
）

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

●
開
催
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

３
階　

会
議
室

●
申
込
期
限　

９
月
８
日（
火
）

　

 

　

  

保
健
課 

健
康
推
進
室

☎（
２４
）５
２
２
３

　
「
ふ
わ
ふ
わ
♡
し
っ
と
～
り

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
作
り
講
座
」
洋

菓
子
の
中
で
も
豪
華
に
見
え
る

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
自
宅
で
も
ふ

わ
ふ
わ
し
っ
と
り
美
味
し
く
き

れ
い
に
作
れ
る
コ
ツ
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

●
日
時　

１０
月
４
日（
日
）午
前

１０
時
～
正
午

●
講
師　

福
王
寺 

美
幸    

先
生

●
材
料
費　

１
０
０
０
円

●
準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾 問

申

　

生
活
習
慣
病
予
防
を
中
心
と

し
た
健
康
づ
く
り
を
学
ぶ
教
室

で
す
。

　

毎
回
「
テ
ー
マ
」
を
変
え
、

ミ
ニ
講
話
、
調
理
実
習
を
実
施

し
ま
す
。

　

自
分
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
食
事

量
を
学
び
た
い
方
、
健
診
の
数

値
改
善
を
目
指
し
た
い
方
を
応

援
し
ま
す
。
自
分
の
た
め
、
家

族
の
た
め
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

●
開
催
日
時　

９
月
３０
日（
水
）

午
前
９
時
３０
分

●
テ
ー
マ　
『
糖
尿
病
予
防
』

●
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

※
要
予
約
。
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

 

　

  

保
健
課 

健
康
推
進
室

☎（
２４
）５
２
２
３

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩

ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を

か
け
、
話
を
聞
い
て
、
必
要
な

支
援
に
つ
な
げ
見
守
る
人
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

問

申

〒966-0086 喜多方市字西四ッ谷43番地 102

募　

集

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
会
」

第
４
回

「
み
ん
な
の
ご
は
ん
」

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

新
規
講
座
受
講
生

風
景
を
描
く
教
室

参
加
者
募
集

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
１０
時

～
正
午

※
集
合
場
所
は
喜
多
方
市
美
術

館
東
側
、
通
用
口
前

●
場
所　

喜
多
方
市
美
術
館
周

辺●
内
容　

構
図
・
下
書
き
・
彩

色
・
仕
上
げ
の
順
に
す
す
め
、

遠
近
感
の
出
し
方
な
ど
に
つ
い

て
一
人
ひ
と
り
の
個
性
に
合
わ

せ
て
指
導
し
ま
す
。
ど
の
よ
う

に
描
け
ば
よ
い
か
迷
っ
て
い
る

方
な
ど
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
講
師　

後
藤 

學
美
術
館
長

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

２０
人（
小
学
４
年
生

以
上
）

●
準
備
物　

①
鉛
筆（
Ｈ
Ｂ
～
２

Ｂ
）数
本
、
②
消
し
具
、
③
水

彩
用
具
、
④
折
り
た
た
み
椅
子

（
キ
ャ
ン
プ
用
な
ど
が
あ
れ
ば

楽
で
す
）、
⑤
帽
子
・
タ
オ
ル
、

⑥
飲
み
物

●
申
し
込
み
方
法　

喜
多
方
市

美
術
館
に
直
接
ま
た
は
電
話
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
水

曜
日
は
休
館
で
す
）

　
 

　

  

喜
多
方
市
美
術
館

☎（
２３
）０
４
０
４

問

申
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着
用
の
推
進
お
よ
び
自
転
車
前

照
灯
の
点
灯
の
徹
底
）

②
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

 

生
活
防
災
課

☎（
２４
）５
２
２
１

　

国
道
１
２
１
号
大
峠
ト
ン
ネ

ル
が
防
災
訓
練
の
た
め
全
面
通

行
止
め
と
な
り
ま
す
。

●
日
時　

９
月
１０
日（
木
）午
前

１０
時
～
１０
時
４０
分

※
迂
回
路
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

 

福
島
県
大
峠
・
日
中
総
合

管
理
事
務
所

☎（
３６
）２
８
０
５

【
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
応
用
】

●
日
程　

１０
月
５
日（
月
）～
８

日（
木
）午
後
４
時
３０
分
～
７
時

３０
分

●
受
講
料　

４
３
０
０
円

●
教
材
費　

３
０
０
０
円
程
度

●
申
込
期
限　

９
月
１７
日（
木
）

問問

た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

 

建
設
部
建
設
課 

ま
ち
づ
く

り
推
進
室

☎（
２４
）５
２
４
１

●
期
間　

９
月
２１
日（
月
）～
３０

日（
水
）ま
で
の
１０
日
間

・
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日　

９
月
３０
日（
水
）

●
ス
ロ
ー
ガ
ン　

「
外
出
は　

明
る
い
笑
顔
と　

反
射
材
」

●
運
動
の
基
本　

子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●
運
動
の
重
点

①
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止（
特
に
反
射
材
用
品
な
ど
の

問

　

 

　

 

会
津
喜
多
方
国
際
交
流

協
会
事
務
局（
会
津
喜
多
方
商

工
会
議
所
内
）

☎（
２４
）３
１
３
１

　

９
月
１
日（
火
）か
ら
９
月
１０

日（
木
）ま
で
屋
外
広
告
物
の
適

正
な
管
理
や
設
置
に
つ
い
て
の

意
識
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
屋
外
広
告
物
適
正
化

旬
間
」
で
す
。

　

屋
外
広
告
物（
は
り
紙
、
立
看

板
、広
告
板
、広
告
塔
な
ど
）は
、

私
た
ち
の
生
活
に
必
要
な
情
報

を
伝
え
、
街
に
賑
わ
い
を
も
た

ら
す
一
方
、
無
秩
序
に
数
多
く

表
示
さ
れ
れ
ば
良
好
な
景
観
を

損
い
、
適
正
な
維
持
管
理
が
行

わ
れ
な
い
と
落
下
や
倒
壊
に
よ

る
事
故
や
道
路
通
行
の
妨
げ
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

福
島
県
屋
外
広
告
物
条
例
に

基
づ
き
、
屋
外
広
告
物
の
表
示
・

設
置
に
お
け
る
指
導
や
違
反
広

告
物
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
適
正

化
の
強
化
を
図
り
ま
す
の
で
、

安
全
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

問

申

（
水
）ま
で
に
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー

ル m
ailakia@

seagreen.ocn.
ne.jp

、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２５
）７
１
７
１

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

 

　

 

会
津
喜
多
方
国
際
交
流

協
会
事
務
局（
会
津
喜
多
方
商

工
会
議
所
内
）

☎（
２４
）３
１
３
１

　

喜
多
方
市
に
住
む
外
国
人
の

方
を
対
象
に
日
本
語
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
ご
家
族
や
お
知
り

合
い
で
日
本
語
に
困
っ
て
い
る

方
、
日
本
語
を
学
習
し
た
い
と

い
う
方
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、

お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
教

室
の
見
学
も
大
歓
迎
で
す
。

●
日
時　

１０
月
７
日（
水
）～
１２

月
１６
日（
水
）　

毎
週
水
曜
日（
全

１１
回
）午
後
６
時
３０
分
～
８
時

●
会
場　

喜
多
方
プ
ラ
ザ

●
参
加
費　

３
０
０
０
円

●
内
容　

文
字
、
会
話
、
日
本

語
能
力
検
定
試
験
対
策
、
交
流

会
な
ど

●
申
し
込
み
方
法　

９
月
３０
日 

（
水
）ま
で
に
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー

ル m
ailakia@

seagreen.ocn.
ne.jp

、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２５
）７
１
７
１

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問

申

　

会
津
喜
多
方
国
際
交
流
協
会

で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
な
か
な
か
食
べ

る
機
会
の
な
い
ベ
ト
ナ
ム
料
理

を
自
分
達
で
作
っ
て
食
べ
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

９
月
２７
日（
日
）午
前

１０
時
～
午
後
２
時

●
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

栄
養
指
導
室

●
講
師　

吉
澤
・
レ
・
ダ
ッ
ト 

氏（
ベ
ト
ナ
ム
出
身
）

●
参
加
費　

協
会
会
員
１
３
０

０
円
、
一
般
１
８
０
０
円

※
当
日
、
集
金
し
ま
す
。
ま
た
、

当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
、

キ
ャ
ン
セ
ル
料（
参
加
費
全
額
）

を
い
た
だ
き
ま
す
。

●
メ
ニ
ュ
ー　

ブ
ン
リ
ュ
ウ（
ト

マ
ト
と
蟹
の
ス
ー
プ
麺
）、
チ

ェ
ー（
ベ
ト
ナ
ム
風
ぜ
ん
ざ
い
）

●
準
備
物　

エ
プ
ロ
ン

●
定
員　

２０
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

※
申
込
者
が
１０
人
に
満
た
な
い

場
合
は
中
止
と
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法　

９
月
１６
日

ベ
ト
ナ
ム
料
理
教
室

在
住
外
国
人
対
象

日
本
語
教
室

大
峠
ト
ン
ネ
ル
の

全
面
通
行
止
め

募　

集

お
知
ら
せ

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
の

実
施
に
つ
い
て

平
成
27
年

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

か
ら
募
集
の
お
知
ら
せ
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平
成
２７
年
度
調
査
の
ご
案
内

●
時
期　

１１
月
中
旬

●
対
象
者　

①
平
成
２６
年
８
月

１
日
か
ら
平
成
２７
年
７
月
３１
日

ま
で
に
福
島
県
内
の
市
町
村
か

ら
母
子
健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ

た
方

② 

①
の
期
間
に
福
島
県
外
で
母

子
健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方

で
、
福
島
県
へ
里
帰
り
を
さ
れ

た
方

※
①
の
方
に
は
調
査
票
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

　

 

福
島
県
立
医
科
大
学
放
射
線

医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

妊
産
婦
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
４（
５
４
９
）５
１
８
０

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
※
土

日
祝
日
を
除
く
）

　
「
１０
年
の
後
納
制
度
」
は
、

過
去
１０
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
出
来
る
仕
組
み
で
す（
本

来
、
国
民
年
金
保
険
料
は
２
年

を
経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）。

問

会
津
若
松
商
工
会
議
所
会
館
２

階
　

 

　

 

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ

ン
タ
ー 

会
津
若
松
窓
口

☎
０
２
４
２（
２７
）８
２
５
８

　

福
島
県
と
福
島
県
立
医
科
大

学
で
は
、
平
成
２３
年
度
よ
り
毎

年
、「
妊
産
婦
に
関
す
る
調
査
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
東
日
本
大
震

災
以
降
、
福
島
県
内
の
不
安
を

抱
え
た
妊
産
婦
の
方
に
、
サ
ポ

ー
ト
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、

皆
様
の
現
状
や
ご
意
見
を
把
握

し
よ
り
よ
い
産
科
医
療
お
よ
び

育
児
支
援
を
提
供
で
き
る
よ
う

活
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
２７
年
度
も
引
き
続
き
調

査
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問

申

●
日
時　

９
月
６
日（
日
）午
前

１０
時
～
午
後
０
時
３０
分

●
会
場　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

会
津

●
内
容　

学
校
概
要
、
各
科
説

明
、
体
験
授
業
、
個
別
相
談

●
対
象　

高
校
生
、
保
護
者
、

既
卒
の
若
年
者
な
ど

●
事
前
申
し
込
み
不
要

　

 

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ

ミ
ー
会
津

☎（
２７
）３
２
２
１

　

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ

ー
と
は
、
福
島
県
が
県
内
５
カ

所
【
郡
山
、
白
河
、
会
津
若
松
、

南
相
馬
、
い
わ
き
】
に
設
置
し

た
就
労
支
援
施
設
で
す
。

　

就
職
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
、

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
通
じ
、
就
職
な
ど

を
支
援
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
開
所
時
間　

月
曜
日
～
土
曜

日 

午
前
１０
時
～
午
後
７
時

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

●
利
用
料　

無
料（
予
約
制
）

●
場
所　

ふ
く
し
ま
就
職
応
援

セ
ン
タ
ー　

会
津
若
松
窓
口

会
津
若
松
市
南
千
石
町
６

－

５

問ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

県
民
健
康
調
査「
妊
産
婦
に

関
す
る
調
査
」
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料「
10
年
の

後
納
制
度
」は
９
月
30
日
ま
で

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

年　

金

【
危
険
物
取
扱
者
乙
種
第
４
類

（
受
験
対
策
）】

●
日
程　

１０
月
１９
日（
月
）、
２０

日（
火
）、
２２
日（
木
）、
２７
日

（
火
）、
２９
日（
木
）

午
後
４
時
３０
分
～
７
時
３０
分

●
受
講
料　

３
７
０
０
円

●
教
材
費　

２
１
９
０
円

●
申
込
期
限　

１０
月
５
日（
月
）

●
定
員　

各
１０
人

●
申
し
込
み
方
法　

本
校
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.tc-
aizu.ac.jp/

経
営
企
画
部
門
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
「
受
講

申
込
書
」
に
記
入
し
、
Ｅ
メ
ー

ル aizu-ta@
pref.fukushim

a.
lg.jp

、
郵
送（
〒
９
６
９
―
３

５
２
７
喜
多
方
市
塩
川
町
御
殿

場
４
の
１６
）、
持
参
、
も
し
く

は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２７
）３
３
１
２
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

 

　

 

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ

デ
ミ
ー
会
津

☎（
２７
）３
２
２
１

　

毎
年
就
職
率
１
０
０
％
を
達

成
し
て
い
る
本
校
の
３
つ
の
科

（
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科
・

電
気
配
管
設
備
科
・
自
動
車
整

備
科
）の
魅
力
を
説
明
し
ま
す
。

問

申

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
将

来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
「
１０
年
の
後
納
制
度
」
は
、
９

月
３０
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

終
了
後
、
１０
月
１
日
か
ら
３
年

間
に
限
り
、
過
去
５
年
間
に
納

め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
出
来
る
「
５

年
の
後
納
制
度
」
が
始
ま
り
ま

す
が
、
１０
年
の
後
納
制
度
よ
り

も
納
付
で
き
る
期
間
が
短
く
、

保
険
料
の
加
算
額
が
高
く
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
な
ど
は
、
後
納

制
度
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
ま
た
は
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
で
は
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん
。

　

 

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０

会
津
若
松
年
金
事
務
所　

お
客

様
相
談
室

☎
０
２
４
２（
２７
）５
３
２
１

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
で
⑨
の
次
に
⑤

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

問
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ね
ん
き
ん
出
張
相
談

年　

金

年
金
相
談
の
受
け
付
け

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

ふるさと納税（寄附）への
ご協力ありがとうございます
　平成27年度の寄附の状況は、7月末
現在で275人の方から4,749,992円をお
寄せいただきました。
　市では、ご寄附いただきました皆
さんのお気持ちに沿えるよう、大切
に使わせていただきたいと考えてお
ります。
　これまでの詳細および申し込み方
法などは市のホームページをご覧く
ださい。
　今後とも「ふるさと喜多方」に対
するご支援をよろしくお願いします。
問 申 企画調整課 地域振興対策室
　　  ☎（24）5209

●
日
時　

９
月
１０
日（
木
）、
１０

月
８
日（
木
）午
前
１０
時
３０
分
～

午
後
４
時

●
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ
第
一

会
議
室

●
相
談
時
間　

一
人
３０
分
程
度

※
事
前
に
予
約
さ
れ
た
方
の
み

利
用
で
き
ま
す
。
必
ず
相
談
日

の
１
か
月
前
か
ら
前
日
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
予

定
人
数
と
な
り
次
第
締
め
切
り

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

 

　会
津
若
松
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室

☎
０
２
４
２（
２７
）５
３
２
１

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
で
⑨
の
次
に
⑤

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間

・
月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日
の
場

合
は
火
曜
日
）午
前
８
時
３０
分

～
午
後
７
時

・
火
曜
日
～
金
曜
日　

午
前
８

時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分

・
第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
３０

分
～
午
後
４
時

☎
０
５
７
０（
０５
）１
１
６
５

問

申

問申

　市では、安心して子育てができる教育環境の整備を推進しており、年次計画に基づき幼稚園、小・中
学校校舎および体育館などの耐震化工事を実施しています。（市教育施設の耐震化率は97.01% 平成27年
7月1日現在）
　第三中学校体育館は、耐震診断の結果、耐震性が低く改築すべき施設と診断されたことから、新たに
体育館を建設します。
●体育館の特徴
　第三中学校の体育などの授業や部活動のさらな
る充実を図るとともに、新たに第三中学校区を中
心とする生涯スポーツ施設としての機能を兼ねた
施設として計画しています。
●建築構造および計画面積
　①建築構造…鉄筋コンクリート造（アリーナ内
　　壁には、喜多方産杉板を使用します）
　②建築面積…1,957㎡
●工期　平成28年3月下旬まで（予定）
●安全対策・騒音対策
　①関係者による安全対策、騒音対策などの打合
　　せを定期的に行い、対応を検討します。
　②工事に伴い大型車両などが出入りしますが、
　　登下校時間は通行しないよう対応します。
　③工事箇所へは、関係者以外出入りできないよ
　　う対応します。
※近隣住民の皆さんには、工事車両の出入りや工
　事の騒音などでご迷惑をおかけいたしますが、
　ご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。

問 教育総務課 ☎（24）5306

第三中学校体育館の改築工事

問

バスケットコート2面、テニ
スコート2面、バドミントン
コート8面、バレーコート2面
がそれぞれ設置できる面積と
します。

新しい体育館の１階平面図
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情 報 ステーション

鳥獣害対策用電気柵を正しく使用しましょう

電気柵とは
　高圧の電流による電気刺激によって、野生動
物の侵入を防止する「さく」のことです。
　電気柵はクマ、ニホンザルなどの野生動物の
生息域と人の生活ゾーンをすみ分ける対策とし
て、有効な手段の一つであり、大切に育てた農
作物を野生動物から守るためにも有効な対策で
す。
■ 電気ショックによる衝撃・痛みの効果 
■ この柵は危ないと思わせる心理的効果 
　この2つの効果により、慣れを生じにくく長
期間効果を発揮します。
　正しく使えば獣害防止に高い効果を発揮します。

市民の皆さんへ
　電気柵を見かけた際には、むやみに近づかないようにしてください。特にお子様には、十分
に気を付けてください。

電気柵を設置されている方々へ
　電気柵の使用にあたっては、危険表示板の設置などの安全対策を行うとともに、電気柵の仕
組みなど正しい知識を持ち使用することが大変重要です。万が一、正しく設置されていない場
合は、本来の効果が得られないばかりか、思わぬ事故にもつながりかねません。
　電気柵を正しく、安全にかつ効果的に活用するため、適切な感電防止対策を行ってください。

感電防止のための適切な対応
1．電気柵を設置する場合は、周囲の人が容易に確認できる
位置や間隔、見やすい文字で危険表示を行うこと。
2．電気柵の電気を30ボルト以上の電源（コンセント用の交
流100ボルトなど）から供給するときは、漏電遮断器が付属
されている電気柵用電源装置を使用すること。
3．電気柵設置後は、断線や草木などによる漏電がないか定
期的に点検を行い、安全を確保すること。

このような柵は危険です!
　家庭用コンセントなどから柵線に直接電気を流すことは、感電・火災のおそれがあり大変危
険です。絶対にやめましょう。

鳥獣害対策用の電気柵の点検や使用方法などについて、お困りの方は下記までご連絡ください。
問 環境課 環境推進係☎（24）5261または各総合支所 住民課

地域ぐるみでサル用電気柵を設置
（熱塩加納町野辺沢地区）

クマ用電気柵の危険表示板
（熱塩加納町赤崎地区）

問
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● 簡易書留が届いたらどうすればいいの?
　　まず中身を確認してください。以下の3つが入っています。
　　　①マイナンバーの「通知カード」
　　　②「個人番号カード」の申請書と返信用封筒
　　　③説明書
　　　　中身を確認したら、大事に保管しておいてください。今後、以下のような手続きにマイナン
　　　バーの記入を求められた場合、「通知カード」が必要になります。

　　〈社会保障関係の手続き〉　年金の資格取得や確認・給付、雇用保険の資格取得や確認・給付、ハ
　　　　　　　　　　　　　　 ロ ーワークの事務など

　　〈税務関係の手続き〉　税務署に提出する確定申告書、届出書、都道府県・市町村に提出する申告書、
　　　　　　　　　　　　給与支払報告書など

　　〈災害対策〉　防災・災害対策に関する事務など

● 個人番号カードって何?
　　個人番号カードは本人確認に利用できる公的身分証明書で、無料で
　取得でき、平成28年1月から交付されます。個人番号カードの交付申
　請は義務ではなく任意ですが、個人番号カードには次のようなメリッ
　トがありますので、申請することをお勧めします。

　民間事業者の皆さんもマイナンバーを扱います。マイナンバーには、法に定められた利用・提供・
収集の制限があり、これらを守らなければなりません。
○平成28年1月以降、以下の手続きで従業員などのマイナンバーを記載する必要があります。
　　・健康保険や厚生年金の手続き、源泉徴収の手続き
　　・証券会社や保険会社が行う配当金や保険金などの法定調書の提出など
　制度が始まるまでに、マイナンバーに対応した人事・給与などのシステム開発や改修、マイナ
ンバーを適正に扱うための従業員研修や社内規定づくりなどの準備をお願いします。

問 情報政策課☎（24）5210　市民課☎（24）5225

マイナンバー制度に関するお問い合わせは?

【コールセンター】　☎0570-20-0178
　　　（全国共通ナビダイヤル・通話料がかかります）
　　　 ※午前9時30分~午後5時30分（土日祝日・年末年始を除く）

【ホームページ】　　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/　　内閣官房

○マイナンバーを記載した書類を提出する際、顔写真があるので本
　人確認が1枚で完了します。（通知カードでは、別途、運転免許証
　などの提示が求められる場合があります）
○ICチップに記録される電子証明書を用いて、e-Taxなどの電子申請
　を行うことができます。（※現在、住民基本台帳カードをお持ちの
　方は有効期限まで利用できますが、個人番号カードを取得した場
　合は重複所持ができないため、住民基本台帳カードを回収します）

・・・民間事業者の皆様へ・・・準備はお済みですか?

問
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● マイナンバーって何?
　　国民一人ひとりが持つ、12桁の番号のことです。法的には『個
　人番号』といいます。原則として一度指定されたマイナンバー
　は生涯変わらず、平成28年1月から『社会保障・税・災害対策』
　の分野の行政手続きで徐々に使用が始まります。

● マイナンバーを他人に教えていいの?
　　マイナンバーは法に基づき利用・提供・収集が厳しく制限されているため、法に定められている
　場合を除き、公開したり他人に教えたり他人にマイナンバーの提供を求めたりすることはできません。

● マイナンバー導入によって何が変わるの?

☆国民の利便性の向上　　面倒な手続きが簡単に!
　 各種申請時に必要な、証明書などの書類の添付を省略できるようになります。

☆行政の効率化　　手続きが正確で早くなる!
　 行政機関・地方公共団体での作業のムダが削減され、手続きがスムーズになります。

☆公平・公正な社会の実現　　適正・公平な課税、未払い・不正受給の解決!
　 所得把握などの正確性が向上し、適正・公平な課税につながるほか、
　 年金などの社会保障を確実に給付します。

● どのように通知されるの?
　　10月から、各世帯に “簡易書留” によってマイナンバーが記載された「通知カード」などが送付
　されます。
　　送付先は「住民票の住所地」です。もし住民票の住所地と現在お住まいになっている居所が異な
　っている場合は、至急住所変更の手続きをしてください（通知カードが届かない場合があります）。
　　※以下の事例に該当する方は、住民票の住所地以外でも通知カードを受け取ることができますの
　　　で、9月25日（金）までに申請してください。
　　　・一人暮らしで、長期間、医療機関・施設に入院・入所されている方
　　　・DV、ストーカー行為、児童虐待などの被害者で住所地以外の居所に移動されている方
　　　・東日本大震災による被災者で、住所地以外の居所に避難されている方

申請書は、市民課窓口にお越しいただくか、
総務省ホームページhttp://www.soumu.go.jp/kojinbango_card/　からダウンロードできます。

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

10月から
マイナンバーの
通知が始まります

～マイナンバー（社会保障・税番号）制度のご案内～
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日　時 場　所 相　談　員 予　約　先

行
　
　
　
　
　
　
政

9月7日（月）
午後2時

～4時

塩川保健福祉
センター（いき
いきセンター）

大堀由起子
行政相談委員

塩川総合支所
住民課

☎（27）2111
9日（水）
午前10時

～正午

山都開発
センター

鈴木　俊子
行政相談委員

山都総合支所
住民課

☎（38）3811
10日（木）
午前9時

～11時30分

高郷公民館
研修室

穴澤　松雄
行政相談委員

高郷総合支所
住民課

☎0241（44）2111
11日（金）
午前9時

～11時

熱塩加納保健
福祉センター

（夢の森）

坂内　常幸
行政相談委員

熱塩加納総合支所
住民課

☎（36）2111
11日（金）
午後1時

～4時

本庁舎1階
相談室

小原　良一
行政相談委員

生活防災課
☎（24）5208

10月5日（月）
午後2時

～4時

塩川保健福祉
センター（いき
いきセンター）

大堀由起子
行政相談委員

塩川総合支所
住民課

☎（27）2111

人

 

権

9月7日（月）
午前9時

～正午

塩川保健福祉
センター（いき
いきセンター）

齋藤　富子
山口　健次

山ノ内壽太郎
人権擁護委員

塩川総合支所
住民課

☎（27）2111

17日（木）
午後1時

～4時

本庁舎1階
相談室

幸田久美子
猪俣　　薫

人権擁護委員

生活防災課
☎（24）5208

10月5日（月）
午前9時

～正午

塩川保健福祉
センター（いき
いきセンター）

齋藤　富子
山口　健次

山ノ内壽太郎
人権擁護委員

塩川総合支所
住民課

☎（27）2111

法
 

律

9月25日（金）
午前9時30分
～午後3時30分

本庁舎1階
相談室

井川憲太郎
弁護士

生活防災課
☎（24）5208消

費
生
活

9月24日（木）
午前10時

～午後3時

本庁舎1階
相談室

横島　裕子
消費生活相談員

健

康

相

談

9月10日（木）
午前9時30分

～10時
保健センター

　赤ちゃんから高齢者まで、健康・栄養・
運動・育児などについて保健師・栄養
士が個別相談に応じます。気軽にご利
用ください。
　相談を希望される方は、事前の電話
予約をお願いします。
問 申 保健課 健康推進室
☎（24）5223または各総合支所住民課 市
民サービス班

10月1日（木）
午前9時30分

～10時

休日 病院・医院名（　）内は所在地
9月
6日

（日）

ゆうゆうクリニック（西四ツ谷）
☎（22）2111

13日
（日）

渡辺小児科医院（幸町）
☎（22）3133

20日
（日）

あきもと整形外科クリニック（菅原町）
☎（21）1515

21日
（月）

いとう眼科（西四ツ谷）
☎（22）5900

22日
（火）

入澤病院（南町）
☎（22）0267

23日
（水）

大竹内科（幸町）
☎（22）0241

27日
（日）

医療生協 きたかた診療所（花園町）
☎（23）3611

10月
4日

（日）

喜多方市地域・家庭医療センター（西四ツ谷）
☎（24）5320

休日 病院・医院名（　）内は所在地
9月
6日

（日）

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

13日
（日）

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

20日
（日）

小野病院（新町）
☎（22）0414

21日
（月）

会津医療センター（会津若松市）
☎0242（75）2100

22日
（火）

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

23日
（水）

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

27日
（日）

小野病院（新町）
☎（22）0414

10月
4日

（日）

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

市では、次により無料の相談業務を行っています。相談を希望さ
れる方は電話予約をお願いします。秘密は固く守られますので、悩
みごとや困りごとなどお気軽にご相談ください。

街頭献血にご協力を！
月 　 日 献血受付時間 場　　所

9月1日（火）

午前9時～11時30分 パナソニック エコソリューションズ アモルトン(株)

午後1時～2時 医療法人社団日新会 入澤病院

午後4時～5時 喜多方市総合福祉センター

10日（木）

午前10時～正午 喜多方建設事務所

午後1時30分～2時30分 特別養護老人ホーム しょうぶ苑

午後3時30分～5時 福島県立喜多方桐桜高等学校

休日の当番医（初期救急）

休日の輪番制病院（2次救急）

？

問申
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4　　喜多方市美術館からのご案内

◆開館時間
　○火～金………午前9時30分～午後7時
　○土･日･祝日…午前9時30分～午後5時30分
◆休館日
　9月7日（月）、14日（月）、24日（木）、28日（月）
問 申  喜多方市立図書館☎（22）1855

一般図書

・ゆらやみ  あさの　あつこ

・十字路が見える  北方　謙三

・豹変  今野　敏

・極悪専用  大沢　在昌

・あの家に暮らす四人の女  三浦　しをん

・負けるもんか  阿川　佐和子

・抱く女 桐野　夏生

・文豪の素顔  高橋　敏夫

・へんないきものすいぞくかんナゾの１日  松橋　利光

・ジャレットのきらきら魔法 あんびる　やすこ

・くらげのくうちゃん のじり　あかる

・恐竜トリケラトプスとテリジノサウルス 黒川　みつひろ

・ただいまおばけとりょこうちゅう！ むらい　かよ

・にっぽんのおにぎり 白央　篤司

・ばけまつり  広瀬　克也

・30000このすいか あき　びんご

児童図書

ふるさとの風景展 20周年記念展
　喜多方市美術館では、開館以来「公募:ふるさと
の風景展in喜多方」を毎年開催し、昨年20回の節
目を迎えることが出来ました。
　これを記念して、第11回から第20回の大賞作品
に加え、大賞受賞者と県内の受賞者の最近作約50
点を展示します。
　作家のふるさとへの思いを改めてご覧いただけ
る展覧会です。

●会　　期　9月12日（土）～10月18日（日）
●開館時間　午前10時～午後6時まで
　　　　　　※最終入館は午後5時30分
●主　　催　喜多方市美術館
●休  館  日　水曜日（9月23日を除く）、9月24日
●観  覧  料　一般　　　　300円（250円）
　　　　　　大・高校生　200円（100円）
　　　　　　小・中学生　100円（  80円）
　　　　　　※（ ）は20名以上の団体割引料金

問 申 喜多方市美術館☎（23）0404問申

問申

★ブックスタート★
9月の開催日
9月17日（木） 午前10時15分～10時45分
9月19日（土） 午前10時～10時30分
9月27日（日） 午後1時30分～2時
　対象の方は、前日までに図書館へお申し込みください。
当日は母子健康手帳とブックスタート絵本引換券（喜多
方市から送付されたもの）を忘れずにお持ちください。

★リユースブックフェア★
9月26日（土）～27日（日）

午前9時30分～午後5時30分
　図書館で除籍した本や雑誌、市民の方から寄贈してい
ただいた本などを無償でお譲りします。
■おはなしドライブ　
9月6日（日）、13日（日）、20日（日）、27日（日）
 午前11時～11時30分
■ちっちゃなおはなしかい　　　　
9月17日（木） 　　　　 　午前11時～11時20分
■ユニットおりがみ教室　
9月26日（土） 　　　　　 午前10時～11時30分

の『市民と市長の談話室』

◆日時･場所　

○10月27日（火）午前9時30分～11時30分

　本庁舎 2階 市長公室

◆対話者　市民の皆さんなら、どなたでも対話で

　きます。

◆対話時間　1人（組）25分以内とします（受付順）。

◆申し込み　10月13日（火）まで企画調整課 秘書

　広報室へ、電話でお申し込みください。

※有意義な対話になるよう、お申し込みの際にお

　話ししたい内容（例:｢○○活性化についての提

　案｣など）を簡単にお知らせください。

問 申  企画調整課 秘書広報室（広報）☎（24）5206

　市政に対するご意見やご
要望、まちづくりへの提案
など　市長と直接対話して
みませんか

対  話  者  を募集します

問申

10月
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市町村史で先人の残した遺産を訪ねてみよう。
「喜多方市史」「熱塩加納村史」「塩川町史」「山都町史」「会津高郷村史」絶賛販売中。詳しくは文化課まで。☎（24）5323

市町村史販売
のご案内
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17,064世帯

49,348人

23,349人

25,999人

23人

60人

　4 1人

　5 8人

喜多方市の人口
（平成27年7月1日現在）

※※国勢調査をもとに、その後の出生、死
亡、転入、転出の数を加減して算出した亡、転入、転出の数を加減して算出した
「福島県の推計人口」の数値を掲載して
います。います。

今月のおもな内容
喜多方の日本酒世界一に…………………………………②
少年の主張喜多方市大会…………………………………③
市町村対抗福島県軟式野球大会 喜多方市チーム………⑧
きたかたフォトニュース……………………………………⑭
10月からマイナンバーの通知が始まります………………　24

広報き た か た
山
都
６
千
人
の
盆
踊
り

　飯
豊
山
の
開
山
に
つ
い
て
は
、
空
海
や

役
行
者（
修
験
道
の
開
祖
）を
は
じ
め
さ
ま

ざ
ま
な
伝
承
が
あ
る
た
め
、
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。し
か
し
、
古
く
か
ら
修
験
の
山

と
し
て
崇
敬
を
集
め
て
い
た
こ
と
は
確
か

で
、
飯
豊
山
を
御
神
体
と
し
、
山
頂
に
一
王

子
か
ら
五
王
子
ま
で
の
五
社
五
神
を
祀

り
、こ
れ
ら
を
五
王
子
社
、飯
豊
山
五
社
大

権
現
、飯
豊
権
現
な
ど
と
称
し
ま
し
た
。

　飯
豊
山
神
社
に
伝
わ
る
こ
の
仏
像
は
、
そ

れ
ら
五
社
権
現
の
本
地
仏
（
神
の
正
体
と
さ

れ
る
仏
）で
す
。そ
れ
ぞ
れ
宝
冠
を
頂
い
て
衲

衣
を
つ
け
、印
を
結
ん
で
い
ま
す
が
、技
法
に

は
鎌
倉
時
代
の
影
響
が
み
ら
れ
る
た
め
、
そ

の
頃
の
鋳
造
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

５
体
と
も
胴
部
と
坐
部
、
両
腕
の
部
分
が
分

解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は

参
詣
期
間
中
に
は
麓
か
ら
背
負
っ
て
登
り
、

山
上
の
五
社
に
一
体
ず
つ
安
置
し
た
と
い
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
運
搬
が
し
や
す
い
よ

う
に
、
あ
ら
か
じ
め
取
り
外
し
可
能
な
形
で

制
作
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。造
像
法
か

ら
も
大
変
興
味
深
い
仏
像
で
す
。
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所
在
地

飯
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社
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多
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市
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都
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乙
１
７

６
０
の
ロ
・
１
７
６
１

  

文
化
課
文
化
振
興
係

☎（
24
）５
３
２
３

問  問
え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

し
ゅ
げ
ん
ど
う

し
ゅ
げ
ん

ほ
ん   

ぢ  

ぶ
つ

の
う

え

ち
ゅ
う
ぞ
う

市重文【山都町 飯豊山神社】平均像高41.5cm

銅造五大虚空蔵菩薩坐像銅造五大虚空蔵菩薩坐像銅造五大虚空蔵菩薩坐像
どう ぞう ご だい こ く ぞう ぼ さつ ぞうざ

　

８
月
15
日
第
39
回
６
千
人
の
盆
踊
り

が
山
都
小
学
校
の
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
輪
に
な
り
盆

踊
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

山
都
町
で
は
各
地
で
盆
踊
り
が
行
わ

れ
、
地
域
の
若
衆
会
な
ど
が
独
自
の
旋

律
と
歌
詞
に
よ
る
山
都
甚
句
を
代
々
受

け
継
い
で
い
ま
す
。

　

伝
統
を
守
る
若
い
世
代
の
力
強
さ
が

印
象
的
で
し
た
。


